
冷帯Ｄか寒帯Ｅが確定
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冷帯Ｄが確定 寒帯Ｅが確定

温帯Ｃが確定 熱帯Ａが確定

湿潤気候が確定

「気候表による気候タイプ判定」のフローチャート

◎判定の下準備

（１）夏と冬の位置確認

（２）降水パターンの確認

①平均気温が最も高い月（最暖月）　→その付近に「夏」の記号をつける。
②平均気温が最も低い月（最寒月）　→その付近に「冬」の記号をつける。

①冬の最多雨月の降水量が，夏の最少雨月のそれの３倍以上（冬雨型）　→「ｓ」の記号をつける。
②夏の最多雨月の降水量が，冬の最小雨月のそれの 10 倍以上（夏雨型）　→「ｗ」の記号をつける。
③上の①②にあてはまらない場合（平均多雨型）　→「ｆ」の記号をつける。

500mm 以上

500mm 未満

Ｑ 年間降水量の値は？

乾燥気候の「可能性」の判定　判定１

どのタイプの湿潤気候なのかのおおよその判定判定２

乾燥気候かどうかの見極め判定判定２

Ｑ　乾燥限界値と年間降水量の関係は？

Ｑ　「冬」の平均気温は？

－３℃未満 －３℃以上 18℃未満 18℃以上

絞りこみの判定①判定３ 絞りこみの判定①判定３ 最終的な判定判定３

Ｑ　夏の気温は？ Ｑ　降水パターンは？ Ｑ　最乾月の降水量と年間降水量は？

最終判定判定３

Ｑ　乾燥限界値の１／２と

年間降水量の関係は？

絞りこみの判定②判定４

Ｑ　夏の気温は？

絞りこみの判定②判定４

Ｑ　夏の気温は？

絞りこみの判定②判定４

Ｑ　降水パターンは？

10℃以上 10℃未満

※乾燥限界値は，降水パターンに

　対応した公式で算出する。

ｓタイプの公式

ｒ＝20ｔ

ｒ＝20(ｔ＋14)

ｒ＝２０（ｔ＋７）

ｗタイプの公式

ｆタイプの公式

ｔ＝平均気温　ｒ＝乾燥限界値
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最小雨月降水量30ｍｍ以上の場合はＣｆへ


